
平成２５年度 京都府立大学地域貢献型特別研究（ACTR）成果 

分類 

番号 
Ａ17 

取組 

名称 
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 外部分担者・協力者（渕上佑樹氏、芝原 淳氏、松尾 健司氏、ほか） 

主な連携機関（所在市町村、機関（部署）名） 

 京都府農林水産部林務課・モデルフォレスト推進課、京都府森林技術センター、京都府地球温暖化防

止活動推進センター、京都府産木材認証制度運営協議会、京都府木材組合連合会  など 

【研究活動の要約】 

「木材利用促進法（2009 年 10 月）」は日本国の森林の健全な育成や地球温暖化防止等の一助として、

木材（国産材）の需要を拡大するとともに、「低層公共建築物は原則木造化」することを義務付けたも

のである。この法律を受けて、京都府も「京都府産木材の利用促進に関する基本方針（2010 年 3 月）」

（以下、基本方針）を策定し、京都府産木材の公共建築物への積極的導入および民間需要に向けて大き

く動いている。このような需要の高まりに対し、品質性能の確かな製品を安定供給するために、研究代

表者らは、一昨年までの ACTR において、日本農林規格（JAS）をもとに京都府の地域特性を考慮し

た木材の品質性能表示基準である京都木材規格（KTS）を策定し、(一社)京都府木材組合連合会にて運

用を開始した。また、基本方針において、京都府の公共建築物等へ京都府産木材を積極的に利用するこ

とは、京都府内の経済活性化に寄与すると明記されているが、その効果を定量的に評価した事例はない。

そこで本研究では、(1)京都木材規格の検証・改定を行うとともに、(2) 京都府立大学北山キャンパスに

新設する木工場を例に、公共建築物等への京都産材利用による経済波及効果の算出を行った。 
【研究活動の成果】 

(1) 京都木材規格の検証・改定 
本年度の日本農林規格（JAS）の改定に伴い、京都府の地域特性を考慮した木材の品質性能表示基準

（京都木材規格：KTS）に関しても、JAS と歩調を合わせて改定する必要が生じた。これに対して、

様々な各種団体（本学、京都府、京都市、京都府産木材認証制度運営協議会、（一社）京都府木材組合

連合会など）と議論、検討等を行い、既往の KTS を改定し、運用開始することに成功した。 
(2) 京都府立大学北山キャンパスに新設する木工場の経済波及効果 

 京都府産木材使用の木造で木工場を建設したときの経済波及効果は、RC 構造で建設するよりも大き

い経済波及効果だった。また、京都府で製材された京都府産木材を使用した場合の経済波及効果が最も

大きいことから、全て京都府内を流通した木材を使用する方が京都府の利益に繋がることがわかった。 

【研究成果の還元】 

(1)京都木材規格の検証・改定 

H25/10/1 京都府産木材認証制度運営協議会理事会・規格検討委員会 関係者等 約 20名 

H26/2/12 京都木材規格検討委員会 関係者等 約 12名、H26/7 に講習会予定、ほか 

(2)京都府立大学北山キャンパスに新設する木工場の経済波及効果 

H25/4/19  第 16 回企業若手技術者発表大会で発表 関係者等 約 80名 

H25/9/20  木材利用システム研究大会で発表 関係者等 約 100 名 

H26/3/10  森林資源の有効活用に関するシンポジウム 関係者等 約 300 名 

【お問い合わせ先】  生命環境科学研究科  生物材料物性学研究室  准教授・古田 裕三 

  Tel: 075-703-5637      E-mail: furuta@kpu.ac.jp 
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参考（イメージ図、活動写真等） 

(1)京都木材規格の検証・改定 

左図：京都木材規格の目的と表示 

上図：京都木材規格の節の等級区分 

下図：京都木材規格の運用体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 京都府立大学北山キャンパスに新設する木工場の経済波及効果 

                               (単位：万円) 

 
表：木工場を建設したときの経済波及効果 

     ＜シナリオ 1＞京都府内で製材した京都府産木材使用の木造で木工場を建設したとき 

     ＜シナリオ 2＞RC構造で木工場を建設したとき 

     ＜シナリオ 3＞兵庫県内で製材した京都府産木材使用の木造で木工場を建設したとき 

 


